
家庭科

単元目標

・幼児の発達や遊びを踏まえ、触れ合

い体験を計画できる。

道徳科

単元目標
・思い込みで判断して取り返しがつか
ないことをしてしまうおそれがある
ことに気づき、相互理解を進めて相
手を受け入れていこうとする道徳的
判断力を高める。

ICT活用とｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを取り入れたキャリア教育とESDの視点に立った授業実践 ９月２２日（月）５校時 ３年３組

実践・工夫点・アウトプットの実践内容（箇条書き・写真等）

・家庭科の授業では、これまでに幼児の心身の発達、生活習慣や遊びについて学習した。10月以降に予定している保育実習に向けて、本時では幼児の心身の発達や生活習慣、

遊びについての特徴などを踏まえは「幼児との関わり方」について考えていく。

・幼児に対しての関わり方を考えていくときに、道徳の教材を基に、自分の思い込みで一方的な考えではなく決めるのではなく、幼児の発達、立場や状況をよく考えたものに

なるよう意識させ、公平性を踏まえて考えられるようにする。そのために、道徳で扱った教材の絵本を大型テレビで掲示し、保育実習に置き換えて考えていけるようにする。

・幼児との関わり方について、自分で考えたことや感じたことをグループで共有する活動を取り入れることで、様々な考え方や意見に触れて実践していく内容を深く考えると

同時に、コミュニケーション力の向上にもつなげていきたい。

成果

・既存の知識を生かし、主体的な学びにつなげることができた。

・道徳で学んだことが、他教科また自分の生活にも通じる場面を
感じている反応があり、今回の授業以外でも多面的に学びを生か
そうとする姿につながったのではないかと思う。

今後に向けて

・家庭科では課題発見・解決能力の育成を目指す題材が多く
ある。家庭科だけでは、広がらない部分において他教科での
学びを生かして考えを深めて行ける授業づくりをしていきた
い。

教科横断（カリキュラム・マネジメント）の視点 ＥＳＤの視点

キャリア教育の視点
ＩＣＴ活用

（スライド）

カリマネ教科

×

メイン教科

⇒

育成する資質・能力 概念 能力・態度

知識・技能 知識・技能

論理的思考力 多様性 批判的に考える力 人間関係・社会形成

即時性言語能力・コミュニケーション力 相互性 計画を立てる力

自己理解・自己管理

思考・判断・表現 思考・判断・表現

課題発見・解決能力 有限性 多画的思考

自立的活動力 公平性 コミュニケーション力

課題対応 共有性

学びに向かう力・
人間性等

学びに向かう力・
人間性等

人間関係調整力 連携生 他者と協力する

社会参画力・未来づくり 責任制

つながりの尊重

キャリアプランニング 保存性
進んで参加する


